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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　いずれも木材である表板、裏板及び中間心材を備え、中間心材を表板及び裏板よりも厚
いものとし、中間心材の表面に表板を、裏面に裏板を積層して接着してある建築物用及び
家具用の中空板材において、
　中間心材は、表面及び裏面に複数本の凹溝を平行に備えると共に、表面の凹溝と裏面の
凹溝とが凹溝の並列方向に向かって交互に形成されているものであることを特徴とする建
築物用及び家具用の中空板材。
【請求項２】
　中間心材は、凹溝の並列方向における両側面のうち一方には凹溝の延長方向と平行に延
長する嵌合凸部を、他方には嵌合凸部に嵌り合う形状の嵌合凹部を備えることを特徴とす
る請求項１に記載の建築物用及び家具用の中空板材。
【請求項３】
　中間心材は、１枚であり、表面及び裏面に複数本の凹溝を平行に且つ等間隔おきに備え
、凹溝の溝深さ方向の厚みと、凹溝の溝幅方向の厚みとがほぼ同一に形成されたものであ
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の建築物用及び家具用の中空板材。
【請求項４】
　中間心材を積層方向に２枚以上対向して備えると共に、対向する中間心材の間に中間心
材よりも薄い木材の中間板が積層して接着されていることを特徴とする請求項１又は２に
記載の建築物用及び家具用の中空板材。



(2) JP 5687895 B2 2015.3.25

10

20

30

40

50

【請求項５】
　中間心材を２枚以上直に積層して接着してあることを特徴とする請求項１又は２に記載
の建築物用及び家具用の中空板材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築物及び家具に使用する中空板材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、建築物の床、壁、天井及びドア、並びに家具に使用する板材、側板及び扉等とし
ては、中空構造の板材、即ち中空板材が使用されている。中空板材は、軽量化及びコスト
の削減を図ることのできるもので、代表的なものとしては、フラッシュ構造がある。フラ
ッシュ構造は、竪框及び横框で組んだ骨組みの表裏面に合板を接着する構造である。
【０００３】
　その他の中空板材として、中間心材を積層して接着し、それらの表裏面に表板と裏板を
それぞれ接着したものが知られている（特許文献１）。この中間心材は、断面櫛歯状、つ
まり、表裏面のうち片面側に平行な凹溝が形成されたものとなっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００９－５１３３８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、フラッシュ構造の中空板材の場合、骨組みが容易とは言えず、骨組み具合に
よっては、組立て後に反り、曲り、ねじれ等の狂いが生じやすい。
【０００６】
　また、特許文献１に記載された中空板材の場合、凹溝が中間心材の表裏面のうち片面側
だけに形成されており、反対面側では木の繊維質が連続しているので、この反対面側に木
材の内部応力が作用しやすく、それによって反り、曲り、ねじれ等の狂いが生じ易い。
【０００７】
　本発明は、上記実情を考慮して創作されたもので、組み立て易く、反り、曲り、ねじれ
等の狂いが生じ難い中空板材の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、いずれも木材である表板、裏板及び中間心材を備え、中間心材を表板及び裏
板よりも厚いものとし、中間心材の表面に表板を、裏面に裏板を積層して接着してある建
築物用及び家具用の中空板材を前提とする。
【０００９】
　そして、請求項１に係る発明において、中間心材は、表面及び裏面に複数本の凹溝を平
行に備えると共に、表面の凹溝と裏面の凹溝とが凹溝の並列方向に向かって交互に形成さ
れているものであることを特徴とする。
【００１０】
　中間心材は、凹溝の並列方向における両側面を、凹凸のない平らな面としてもよいが、
複数枚の中空板材を凹溝の並列方向に並べる際に位置決めし易くするには、次のようにす
ることが望ましい。即ち、請求項２に係る発明のように、中間心材は、凹溝の並列方向に
おける両側面のうち一方には凹溝の延長方向と平行に延長する嵌合凸部を、他方には嵌合
凸部に嵌り合う形状の嵌合凹部を備えることである。
【００１１】
　表板と裏板との間に積層される中間心材の枚数は問わない。しかし、表面側と裏面側で
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強度を同じにするには、次のようにすることが望ましい。即ち、請求項３に係る発明のよ
うに、中間心材は、１枚であり、表面及び裏面に複数本の凹溝を平行に且つ等間隔おきに
備え、凹溝の溝深さ方向の厚みと、凹溝の溝幅方向の厚みとがほぼ同一に形成されたもの
である。
【００１２】
　中空板材の厚みを増す一例としては、次のようにする。即ち、請求項４に係る発明のよ
うに、中間心材を積層方向に２枚以上対向して備えると共に、対向する中間心材の間に中
間心材よりも薄い木材の中間板が積層して接着されていることである。
【００１３】
　同様に中空板材の厚みを増す一例としては、次のようにする。即ち、請求項５に係る発
明のように、中間心材を２枚以上直に積層して接着してあることである。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１に記載の発明によれば、表裏面に凹溝が交互に形成されているので、中間心材
に元々備わっていた木材の内部応力が凹溝によって表裏から分散され、中間心材の反り、
曲り、ねじれ等の狂いが生じ難くなる。従って、中空板材は、凹溝によって軽量化が図ら
れた上に、狂いの生じない高品質のものとなる。また、中間心材の表裏に表板と裏板を積
層して接着するだけなので、組立て易い。
【００１５】
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１に記載の発明の効果に加えて凹溝の並列方向
に並べた中空板材のうち一方の側面の嵌合凹部と、他方の側面の嵌合凸部を嵌め合わせる
ことによって位置決めできるので、中空板材を凹溝の並列方向に広げて大型化することが
容易にできる。
【００１６】
　請求項３の発明によれば、表板と裏板の間に積層して接着される中間心材が、１枚であ
り、しかも凹溝の設け方や凹溝のある箇所に厚みを工夫することによって、中間心材の形
状を表裏ほぼ同様の形状としてあるので、中間板材は狂いが生じ難いものとなる。
【００１７】
　請求項４の発明によれば、中間板の表裏に中間心材を積層して接着してあるので、所望
の厚みの中空板材が容易に製作できる。
【００１８】
　請求項５の発明によれば、中間心材を複数枚直に積層して接着してあるので、所望の厚
みの中空板材が容易に製作できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第一実施形態における建築物用及び家具用の中空板材の構造を示す斜視
図である。
【図２】本発明の第二実施形態における建築物用及び家具用の中空板材の構造を示す斜視
図である。
【図３】本発明の第三実施形態における建築物用及び家具用の中空板材の構造を示す斜視
図である。
【図４】本発明の第四実施形態における建築物用及び家具用の中空板材の構造を示す斜視
図である。
【図５】本発明の第五実施形態における建築物用及び家具用の中空板材の構造を示す斜視
図である。
【図６】本発明の第六実施形態における建築物用及び家具用の中空板材の構造を示す斜視
図である。
【図７】（イ）～（ニ）図は、本発明の第一実施形態における建築物用及び家具用の中空
板材の製造方法を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２０】
　まず、本発明の第一実施形態における建築物用及び家具用の中空板材１０を、その構造
について説明する。図１には、その構造の要部を示す斜視図が示されている。図１に示す
ように、中空板材１０は、サンドイッチパネルであって、表板２０と、裏板３０と、中間
心材４０を主原料とし、中間心材４０の表面には表板２０を、裏面には裏板３０をそれぞ
れ積層して接着したものである。以下、主原料について詳述する。
【００２１】
　中間心材４０には、表板２０や裏板３０に比べて厚みのある平板が用いられている。そ
して、中間心材４０の表面と裏面に多数本の凹溝４１ａ、４１ｂが平行に且つ等間隔おき
に形成されている。しかも、表面側の凹溝４１ａと裏面側の凹溝４１ｂとは、これら凹溝
４１ａ、４１ｂの並列方向（図では左右の横幅方向）に向かって交互に形成されている。
従って、これら凹溝４１ａ、４１ｂは、左側から右側に向かって、中間心材４０の裏側、
表側、裏側、表側という具合に交互に形成されている。図示の例では、凹溝４１ａ、４１
ｂの形状は、上向き又は下向きに開口するコの字状であり、各凹溝４１ａ、４１ｂの内部
空間が断面矩形となっている。また、中間心材４０は、凹溝４１ａ、４１ｂの溝深さ方向
の厚みｔ１と、凹溝４１ａ、４１ｂの溝幅方向の厚みｔ２とがほぼ同一（１ｍｍ以内の寸
法差）となっている。そのため、中間心材は、表側から見ても裏側から見ても同様の形状
となっている。また、中間心材４０の表裏面、つまり、凹溝４１ａ、４１ｂのない領域に
は接着剤が塗布され、表板２０と裏板３０がそれぞれ接着される。
【００２２】
　表板２０と裏板３０には、中間心材４０よりも厚みの薄い平板が用いられている。
【００２３】
　中間心材４０、表板２０及び裏板３０は、いずれも木材であって、樹種を問わない。但
し、表板２０には、木目が美しい品質の高い木材や、化粧を施したパーティクルボードを
使用することが望ましい。また、中間心材４０には、間伐材、小径木、端材、スギ等の曲
り材等の品質の低い木材を使用することが望ましい。裏板３０には、用途に合わせて、上
記の品質の高い木材や、品質の低い木材を使用することが望ましい。
【００２４】
　次に中空板材１０の製造方法について説明する。図７には、その製造方法が手順を追っ
て示されている。
（１）図７（イ）に示すように長尺の矩形の中間心材４０を用意する。
（２）図７（ロ）に示すように、多数本の丸鋸９１が横一列に等間隔をあけて並列してい
る溝切り加工機９０が、上下に配列されている。そして、これら上下の溝切り加工機９０
を駆動しながら、相対的に中間心材４０を長尺方向（縦幅方向）に移動させることによっ
て、中間心材４０の表裏面に凹溝４１ａ、４１ｂを縦幅方向に沿って形成する。
（３）図７（ハ）に示すように、中間心材４０の表裏面に接着剤を塗布する。
（４）図７（ニ）に示すように、中間心材４０と縦幅及び横幅が同寸法の矩形からなる表
板２０、裏板３０を用意し、これら表板２０及び裏板３０を接着剤が塗られた面にそれぞ
れ重ね合わせ、厚み方向に圧締めすることによって接着される。以上である。
【００２５】
　続いて、本発明の第二実施形態における建築物用及び家具用の中空板材１０を、その構
造について第一実施形態と異なる部分を中心に説明する。図２には、その構造の要部を示
す斜視図が示されている。図２に示すように、第二実施形態の中空板材１０では、中間心
材４０の両側面のうち一方（図示の例では右側面）には嵌合凸部４２が横向きに突出して
形成され、他方（図示の例では左側面）には嵌合凹部４３が、嵌合凸部４２に対応する位
置に横向きに窪んで形成されている。これら嵌合凸部４２及び嵌合凹部４３は、互いに嵌
り合う形状であって、凹溝４１ａ、４１ｂの延長方向と平行に延長して形成されている。
これら、嵌合凸部４２及び嵌合凹部４３は、前述の溝切り加工機９０による切削加工と同
様の要領で、形成することができる。
　なお、中間心材４０の横幅方向の両側部は、嵌合凸部４２又は嵌合凹部４３を設ける関
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係上、強度を確保する必要がある。そのため、中間心材４０の横幅方向の両側部における
横幅方向の厚みは、他の部分よりも厚く形成されている。しかも図示の例では、右側部の
横幅方向の厚みは、上部に比べて下部を厚くした段差状に形成し、逆に左側部の横幅方向
の厚みは、下部に比べて上部を厚くした段差状に形成してある。これら段差状の左側部と
右側部は、相欠き継ぎのように突き合わさる形状である。
【００２６】
　このように嵌合凸部４２と嵌合凹部４３を設けることによって、複数枚の中空板材１０
、１０、…を横幅方向に並べる際に位置決めしやすい。つまり、横幅方向に並べた中空板
材１０のうち一方の嵌合凹部４３と、他方の嵌合凸部４２を嵌め合わせることによって、
二枚の中空板材１０、１０を位置決めできる。
【００２７】
　次に、本発明の第三実施形態における建築物用及び家具用の中空板材１０を、その構造
について第一実施形態と異なる部分を中心に説明する。図３には、その構造の断面図が示
されている。図３に示すように、第三実施形態では、中間心材４０よりも横幅の狭い表板
２０及び裏板３０が、中間心材４０の表裏面に並列して接着されている。また、表板２０
及び裏板３０の横幅端部が、中間心材４０の表裏面の木材部分に、つまり、凹溝４１ａ、
４１ｂを避けて配置されて接着されている。しかも、表板２０の端部と裏板３０の端部が
表裏対称位置ではなく、横幅方向の位置をずらして中間心材４０に接着されている。
【００２８】
　このように横幅の狭い表板２０及び裏板３０を用いることによって、木取りを容易にし
てある。また、表板２０及び裏板３０の横幅端部が確実に中間心材４０の木材部分に接着
され、しかも、表板２０と裏板３０の端部については、横幅方向の位置をずらすことによ
って、中空板材１０の強度低下をできるだけ防いでいる。
【００２９】
　次に、本発明の第四実施形態における建築物用及び家具用の中空板材１０を、その構造
について第三実施形態と異なる部分を中心に説明する。図４には、その構造の断面図が示
されている。第四実施形態では、複数枚（図示の例では２枚）の中間心材４０が横幅方向
に突き合わせて並べられ、且つ隣り合う中間心材４０の横幅方向の側面同士が直に接着剤
で接着されている。また、隣り合う中間心材４０の横幅方向の側面から左側又は右側に離
れた木材部分に、表板２０及び裏板３０の横幅端部が配置されて接着されており、それに
よって複数枚の中間心材４０が一体化している。
【００３０】
　このように接着することによって、横幅の大きな中空板材１０を形成することができる
。
【００３１】
　次に、本発明の第五実施形態における建築物用及び家具用の中空板材１０を、その構造
について第一実施形態と異なる部分を中心に説明する。図５には、その構造の断面図が示
されている。第五実施形態では、複数枚（図示の例では２枚）の中間心材４０、４０が積
層方向（厚み方向）に対向して設けられると共に、対向する中間心材４０、４０の間に中
間板５０が積層して接着されている。そして、図示の例では、上側の中間心材４０の表面
には表板２０が、下側の中間心材４０の裏面には裏板３０が積層して接着されている。
　上述の中間板５０も、木材であって、中間心材４０よりも薄く、表板２０及び裏板３０
とほぼ同じ厚みの平板である。
【００３２】
　このように中間板５０の表裏面に中間心材４０を積層して接着することによって、より
厚みのある中空板材１０を形成することができる。
【００３３】
　次に、本発明の第六実施形態における建築物用及び家具用の中空板材１０を、その構造
について第一実施形態と異なる部分を中心に説明する。図６には、その構造の断面図が示
されている。第六実施形態では、複数枚（図示の例では２枚）の中間心材４０が直に積層
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されて接着されている。そして、図示の例では、上側の中間心材４０の表面には表板２０
が、下側の中間心材４０の裏面には裏板３０が積層して接着されている。
【００３４】
　本発明は上記実施形態に限定されるものではない。例えば、凹溝４１ａ、４１ｂの形状
、大きさ、並び平行に設けられる表側及び裏側の凹溝４１ａ、４１ｂの各間隔は、適宜変
更可能である。また、表板２０、裏板３０、中間心材４０の形状も適宜変更可能である。
【００３５】
　上述した中空板材１０は、反り、曲り、ねじれ等の狂いが生じ難くなるので、マンショ
ンや戸建住宅等の建築物の床、壁、天井及びドア、並びに家具に使用する板材、側板及び
扉等に使用することが可能である。
【符号の説明】
【００３６】
１０中空板材
２０表板
３０裏板
４０中間心材
４１ａ凹溝
４１ｂ凹溝
ｔ１厚み
ｔ２厚み
４２嵌合凸部
４３嵌合凹部
５０中間板
９０溝切り加工機
９１丸鋸
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】
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